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図8 短期在庫サイクルと中期デフレ

不況

鉱工業生産指数 季節調整済

米国鉱工業生産指数 季調済

消費者物価指数

[A]
[B]

◆ グラフの特色 ◆
[1: タネ火] 海外の影響を受け、短期の循環は4-5年ごと存在。

[2] 日米景気循環は98年以降の時期を除いて、ほぼシンクロしている

[3] 日本のほうが振幅が大きい
[4: ガス点火] 物価は好不況をまたいで、バブル崩壊以降2007年まで下落している。
[5] なぜ短期と中期の動きが違うのか、それが問題

消費税

震災
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